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学校教育目標「たくましい心と体をもち 学び合える生徒の育成」 文責：校長 石 井 敬

６月に入り、早いもので一学期も折り返し地点となりました。

先月は前期学級役員の認証式、生徒総会、中間テストなど学校だ

よりの話題には事欠かなかったものの、私の仕事の段取りが悪く

５月６日以来約１ヶ月ぶりの発行となってしまいました。生徒の

活躍や学校の様子等をお伝えできるよう、また頑張っていきたいと思います。

ところで、６月というと梅雨。今年は梅雨入りが例年よりも早いという予報が出ています。実際、

沖縄をはじめ九州、四国、中国、近畿、東海といった地域ではすでに梅雨入りが宣言されており、こ

れから山梨でもジメジメとしたうっとうしい雨の日が続くかと思うと、気が重くなります。しかし、

梅雨をはじめ、五月雨、白雨、村雨など“雨”を表す言葉がこれほどたくさんある国も珍しいそうで

す。日本人の繊細な感性や日本語の持つ美しさを実感できるよい機会かもしれません。また、“晴耕

雨読”という言葉もあります。雨の日には、じっくりと本に向き合うのもいいですね。６月ならでは

の、有効な時間の使い方をお子さんと一緒に考えてみてはいかがでしょうか・・・。

４９名の頼もしい前期学級役員４９名の頼もしい前期学級役員とともにとともに「生活のさしすせそ」「生活のさしすせそ」
会 長 副会長 議 長 書 記

1-1 樋口 舞子 田草川 聖 長田 朱加 安藤 琉叶 渡邉 健 河野 航大 依田 鈴花

1-2 向山 寧音 前田 陽 岡本 茉優 長谷川叶翔 星野 蓮 嵩原 あみ 田草川詩季

1-3 橋本 康夫 市川 遼 スムサワン ミィディ 米山 継人 丸山 絢斗 池田 莉子 櫛田真奈未

2-1 井内 菜歩 西島 海人 堀内 のん 千野 陽大 仙洞田陽莉 三枝 奏太 渡邉 真希

2-2 窪寺あげは 佐野 陽琉 清水 美遥 岩田 秀真 山田真由実 清水 勇吹 笠井 梨世

3-1 田中 咲絵 滝沢 琉起 鈴木 愛琉 深瀬 悠 大間 陽菜 廣瀬 怜 今野 未結

3-2 名執 華弥 中澤 凌太 田草川美雨 清水 日晴 田中 咲菜 佐野 心菜 髙石 実希

５月１８日、全校集会で各学級の前期役員を紹介し、各学年代表生徒に認証

状を手渡しました。呼名に対する４９名の力強い返事が体育館に響き渡り、良

い緊張感の中で認証式をとり行うことができました。

この日は、学級役員さんの力を借りて実現したいこととして、私の方からは

『生活のさしすせそ』という話をしました。ありがたいことに、先生方がこの言葉を掲示物にして貼

り出してくれたり、合言葉のように楽しみながら子どもたちとやりとりをしたりしてくれるお陰で、

じわじわと子どもたちの中に浸透しているようです。そうした個の意識、個の行動を、今度は集団の

意識、集団の行動へと高めていってくれることを学級役員さんたちには期待しています。「さわやか

な明るい挨拶」をはじめ、「しずかな廊下」、「す早く行動」、「せっせと掃除」、「そろった靴」は、い

ずれもごく日常的なことばかりですが、そんな当たり前を、バカにしないで、ちゃんと、できる南西中生

で溢れる南西中は、今以上に心地よい居場所、空間になっていくものと信じています。



臨時休校を経て２４日からの学校再開後、２週間は様子を見ながら慎重に対応することが適当と判

断し、教科によっては授業内容を差し替えたり活動を控えたりしたのをはじめ、給食、清掃、図書館

の利用、そして部活動などに制限を加えてきました。子どもたちには窮屈な思いをさせることになり

ましたが、大きな変化や健康上の心配等が子どもたちの様子に見られなかったことから、昨日より、

できることから以前の状態に少しずつ戻し諸々の活動を再開しました。昨朝はラケットを肩にかけて

登校するソフトテニス部やバドミントン部の生徒、楽器を持って登校する吹奏楽部の生徒などが目に

つき、子どもたちもこの日が来るのを待ち望んでいたことをうかがい知ることができました。部活動

の連絡黒板もいつものにぎやかさを取り戻しました。

とは言え、東京、大阪など９都道府県に出されていた「緊急事態宣言」は今月２０日まで再延長と

なり、予断を許さない状況にあることに変わりはありません。諸活動の再開にあたっては、いま一度

子どもたちと感染対策の徹底を再確認し、お互いに“感染しない・感染させない”ための取り組みを

しっかり行っていきたいと思います。

特に、部活動においては、６月１８日（金）・１９日（土）に甲府市総合体育大会が控えており、

そのための部活動強化旬間も来週から始まります。大会に向けて気持ちが高まるのに伴って練習ばか

りに気をとられ、肝心の感染対策が疎かになっては元も子もありません。県教育庁保健体育課から出

された『新型コロナウイルス感染症発生時の大会参加ガイドライン』の最新版によると、コロナに感

染してしまった場合は大会に参加することができないこと、濃厚接触者に特定された場合も２週間は

自宅待機となることなどが明記されています。このことからも、総体までの２週間は質の高い練習と

ともに、慎重な行動と徹底した感染対策が必要であると言えます。

つきましては、学校でも引き続き感染防止対策を行って

いきますが、各ご家庭におかれましても毎朝の検温および

健康チェックと併せて、発熱や体調の違和感等が認められ

る場合には無理をさせることのないようお願いいたします。

また、保護者の皆様もご自身の健康管理にご留意いただく

とともに、ＰＣＲ検査を受ける（受けた）場合には必ず学

校へ一報をくださいますようお願い申し上げます。

水泳授業実施にあたっての感染対策について水泳授業実施にあたっての感染対策について

５月２５日に、今年度の水泳授業についてお知らせしたところですが、実施にあたっては次の

ような感染対策を行います。なお、水泳授業には全員参加が原則ではありますが、感染への不安

や健康面・安全面での心配がある場合には、事前に担任または体育科職員までご相談ください。

①授業開始前の健康チェックを丁寧に行います。

②更衣の際には身体的距離を保つとともに更衣場所を複数設け、密にならないようにします。

③シャワーや洗眼器の水栓等、手に触れる箇所を適宜消毒します。

④授業前の更衣から授業中、さらに授業後の更衣が終わるまで、不必要な会話や大きな声を発

することが無いよう指導します。

⑤プール内およびプールサイドにおいては、２ｍを目安に距離を保つ

ようにします。また、熱中症対策として、プールサイドには２ｍを

目安に身体的距離が確保できる日陰を用意します。

⑥タオルやゴーグルなどの私物の貸し借りや取り違えをしないよう指導します。


